　日本舶用機関整備協会中部支部第２１回通常総会概要
　　　　
日　時　令和　元年　６月１７日（月）　１３時３０分～１４時４０分
場　所　名古屋市；名古屋港湾会館　３階第４会議室

出席者　来賓３名、会員１７名、委任状提出者２６名（令和　元年６月１７日現在　会員数６６社）
議　題　第１号議案　平成３０年度事業報告及び平成３０年度収支決算承認の件

　　　　第２号議案　令和　元年度事業計画（案）及び令和　元年度収支予算（案）承認の件
第３号議案　役員改選の件

第４号議案　その他
議事概要

事務局より、総会出席者１７名、委任状提出者は２６名、総計４３名で、規程第１１
条の定めによる過半数の３３名を充足しており、総会が成立している旨の報告があった。

　ご来賓の中部運輸局海上安全環境部　市川部長、中部運輸局海上安全環境部　小橋首

席船舶検査官、一般社団法人 日本舶用機関整備協会  渡邉専務理事をご紹介ののち、
	小川支部長から「令和元年第21回通常総会にご出席いただきました会員の皆様ありがとうございます。また、ご来賓として中部運輸局海上安全環境部　市川部長様、小橋首席船舶検査官様、(一社) 日本舶用機関整備協会　渡邉専務理事様、公務多忙の中、昨年に引き続きご臨席を賜り誠にありがとうございます。
先週ホルムズ海峡で日本のタンカー襲撃事件がありました。
なにげなくニュースを聞いていたのですが、運航会社の名前が読み上げられた時、造船所を通じて弊社と取引有る会社だと分かり驚きました。
今や世界はグローバルで、遠い中近東の出来事ではないことを認識させられました。
年号は平成から令和に変わりましたが、日常は変わりなく流れているように思います。
しかし天皇陛下も即位され、見聞きする景色が少し変わり、いうならば新学期のウキウキ感が漂っているようにも感じます。
令和煎餅などもあるそうですが、今年から来年にかけて大阪サミット、ラグビーワールドカップ、東京オリンピックとイベントも続きますので、何でも活用して商売に繋げるよう、日本経済の景気上昇に期待したいと考えます。
本日は平成30年度事業報告、収支決算承認、令和元年度事業計画、収支予算承認並びに役員改選を議題と致したく審議をお願いいたします。」

と挨拶を受け、小川支部長が議長となり上記議題について審議した。



第１号議案　平成３０年度事業報告及び平成３０年度収支決算承認の件は異議無く承認。

第２号議案　令和　元年度事業計画（案）及び令和　元年度収支予算（案）承認の件も

異議無く承認された。
第３号議案　役員改選の件では、
１．私、小川の支部長退任並びに幹事の就任。

２．後任の支部長に現在副支部長（愛知県舶用機関整備業協会　会長）の

（有）磯部マリンサービス　社長　磯部　菊蔵氏の支部長就任。

３．後任の副支部長には愛知県舶用機関整備業協会総会にて承認された会長
の副支部長就任。

４．幹事の　三菱重工エンジンシステム（株）中部支社　取締役支社長

　　　佐藤　徹氏（旧会員代表者　高須　一巳氏）の幹事退任。

５．後任の幹事に（有）橋本鉄工所　社長　橋本　浩氏の幹事就任。
６．幹事の　内外交易（株）社長　鈴木　久道氏の幹事退任。

７．後任の幹事に（有）渡邊鐵工所　責任者　渡邊　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かず),一)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たか),貴)氏の幹事就任。

８．ダイハツディーゼル㈱名古屋支店長の移動に伴う、執行役員名古屋支店長

　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はなむれ),花牟禮) 　隆氏の幹事就任。

９．幹事の株式会社　師崎ヤンマー商会　会長　中村　嘉彦氏の幹事退任。並びに

顧問就任。

10. 事務局長の人事異動で、中部舶用工業会　専務理事　夏目　則和氏の退任に伴い
渡辺　正行氏の就任。

11. 他の役員の方は、令和　３年６月まで引き続き就任。
小川支部長から「８年間支部長をやらせていただきまして、今回、退任することになり
ました。整備協会は平成７年設立ですから、２１年目となります。会員の皆様からは、「メリットがない」との不満もお聞きしていますが情報交換、親睦、そして業界唯一の公的メッセージ発信の場とご理解いただき、さらなる活性化を希望致します」と退任挨拶を受けた。
引き続き、磯部新支部長から「中部支部長に推挙されました磯部です。私の会社は知多
半島の先端にありますが、ご多分に漏れず社員が慢性的に不足しており、求人広告を出しても応募者がいないのが現実であり、そのため私も現場を毎日、渡り歩いている状況です。
その様な状況ですので、中部支部長という大役が果たせるかどうか自信はありませんが
中部運輸局、一般社団法人　日本舶用機関整備協会をはじめ、役員の皆様のご協力ご支援を賜り、また、事務局の絶大なるご支援を受けながら、令和元年、最初の支部長として、日本舶用機関整備協会中部支部の活性化を図っていきたいと思います。
どうか、宜しくお願い申し上げまして、私の新任挨拶とさせて頂きます。」と就任挨拶
を受けた。

　また、夏目事務局長から「平成１７年４月から日本舶用機関整備協会中部支部にお世話になりましてはや１４年の月日が流れました。

　平成１７年当時は繰越金もあり、運営もやりやすかったですが、ご承知の通り会費収入が０円であり、平成２３年には繰越金も底を尽き、その後は事務局として運営に四苦八苦の状況が続いております。

今までやってこられたのは、役員の皆様のご支援ご協力があったからで、本当に良い人達に恵まれ、仕事が出来たことは嬉しかったです。

　東京の整備協会と中部支部活性化のため、いろいろな問題で激論を交わしたことは、記憶に残るところです。

　また、静岡ヤンマーの大竹会長との出会いは、恐ろしかったけれど楽しかったです。

　今後はＯＢとして、渡辺氏の相談に乗り、日本舶用機関整備協会中部支部の発展に尽くしていきたいと思います。

　いろいろとお世話になり、ありがとうございました。」と退任の挨拶を受けた。
その後、新たに役員に就任されました皆様から役員就任の挨拶を受け、全ての議案が承認された。

議事終了後、中部運輸局海上安全環境部長　市川　政文様、一般社団法人 日本舶用機
関整備協会専務理事　渡邉　元尚様から鄭重なるご挨拶をいただき総会を無事終了した。

総会後の情報交換会は中部舶用工業会との合同開催とし、１６時４０分から別室に於
いて、ご来賓の中部運輸局　西本次長ほか幹部の方を交えて和やかに情報交換会をした。
